仕様書
１　業務名
　　広島国際会議場地下駐車場消防用泡消火設備原液取替等業務
２　対象・履行場所
　　広島国際会議場
　（広島市中区中島町１番５号　平和記念公園内）
３　履行期間
　　契約締結（承諾）の日から令和５年３月３１日（木）まで
４　業務概要
　本業務は、広島国際会議場地下駐車場における泡消火設備の機能回復のため、泡消火薬剤の取替及び処分を行うものである（泡消火設備に含まれるアスベストの処分を含む）。
　また、別紙特約条項に必要事項を記載し、この特約条項に基づき実施すること。
５　泡消火薬剤の取替及びアスベスト処理について
1 泡消火薬剤取替
PFOS非含有泡消火剤（水成膜泡３％）
貯留槽内　約600リットル
放出試験後充填用　約60リットル

2 泡消火薬剤処分・運搬
ア　泡消火薬剤（PFOS含有）サーフウォーター（水成膜泡３％）
イ　配管内水溶液（PFOS含有）　
アとイを合わせて約6,400リットル　
· ラバーパックは既存のものを転用すること
　⑶　アスベスト処理
　　ア　アスベストを含有するパッキンの除去及び処分
　　イ　処分後のアスベスト粉塵濃度測定
　　
６　業務内容
1 受注者は前記５の泡消火薬剤について取替を行い、泡消火設備の作動調整、機能確認を行う。
2 泡消火薬剤の取り替え後、放出試験を行う。放出した泡消火薬剤については充填を行うこと。
3 取り替えた泡消火薬剤、容器等について、関係法令及び特約条項に基づき適切に運搬及び処分し、マニフェストの原本を提示し、マニフェストの写しを提出する。
4 広島市火災予防条例に基づき、広島市中消防署へ必要書類の提出及び協議を行い、その検査の立会を行う。
5 アスベストを含有するパッキンについて、関係法令に基づき適切に処分する。
6 アスベストの有無にかかる事前調査及び作業完了後の結果について、関係法令で定められた事項を発注者に書面で報告する。
７　留意事項
1 受注者は泡消火薬剤の抜取及び入替・配管内水溶液の抜取を行う際は、発注者と協議のうえ行うこと。また、委託業務履行中は消火設備の起動防止の措置を行った後に開始すること。
2 受注者は、委託業務を履行中は既設の設備等に損傷を与えないよう十分注意して行うものとする。
3 受注者は、委託業務を履行するに当たり、消火設備が使用できなくなるため、消火器を配置するなど、適切に計画すること。また、消防機関へ業務履行中の消防計画作成届出書・安全計画書等を提出すること。
4 受注者は、委託業務を履行するに当たり、甲種消防設備士の有資格者を従事させるものとする。
5 受注者は、委託業務を履行するに当たり、既存建物及び既存設備が損傷・汚染の恐れがある場合は養生し、十分注意して業務を履行すること。万一、損傷・汚染した場合は、速やかに適切な処置を取るとともに、発注者に報告し、発注者の指示に従うこと。これに要する費用は受注者の負担とする。
6 受注者は、委託業務を履行するに当たっては、労働関係諸法その他関係諸法を遵守するとともに、法令上のすべての責任を負うものとする。
7 受注者は、現場の整理整頓に努めるとともに、事故防止に万全を期さなければならない。
8 受注者は、委託業務を履行するうえで必要がない施設等には、無断で立ち入ってはならない。
9 受注者は、その責めに帰すべき理由により装置等を毀損したときは、受注者の責任において原状復旧しなければならない。
10 受注者は、委託業務の履行に当たっては、点検の実施時期、作業方法等について発注者及び施設管理者と事前に協議を行ったうえ決定するものとする。
11 受注者は、官公庁への手続きについては、発注者の承諾を得たうえで遅滞なく行うこと。
８　報告事項等
1 受注者は、契約締結後速やかに、広島市委託契約約款第６条に定める委託業務実施計画書を提出し、発注者の承認を得なければならない。
2 受注者は、あらかじめ発注者に対し、現場責任者及び従事者の氏名等を報告しなければならない。現場責任者及び従事者に変更があったときも同様とする。
3 広島市委託契約約款第１２条に定める委託業務実施報告書は、業務終了後速やかに２部提出し、発注者の履行確認の検査を受けるものとする。
4 業務実施状況を写真撮影し、委託業務実施報告書とともに２部提出するものとする。
5 受注者は、改修された既存容器の処理状況が確認できる書類（マニフェスト、容器引取証明書等）を添付すること。
９　費用の負担等
業務を行うために要する費用のうち電気料及び水道料の負担は求めないが、その使用に当たっては、極力効率的に使用するよう努めるものとする。
10　受注者の遵守事項
1 受注者は、発注者及び施設管理者と緊密に連絡を取り、業務の円滑な履行に努めなければならない。
2 受注者は、本業務の実施に当たり、当該施設の来館者等に十分な配慮をしなければならない。
11　その他
　　この仕様書に疑義があるとき、又は定めのない事項については、発注者及び受注者で協議して定めるものとする。
